
 

 

 

 

 

 

       

「耐雪梅花麗（雪に耐えて梅花麗し）」  

 
北押原中学校長　

 

　 春はまだ浅く、寒さ厳しい時期ですが、2月の中旬を過ぎると梅の花が咲き始めます。梅に
因んだ言葉に「耐雪梅花麗」があります。これは、西郷隆盛が外国に留学する姪に送ったと
言われる漢詩の一節です。梅の花は、冬の厳しい寒さに耐えるからこそ、初春に美しく咲くと
いう意味だそうです。これを人生に例えると、人間は厳しい状況にあっても、それに耐えて乗り
越えれば、大きな成長があるということを指しています。 
　 「若い時の苦労は買ってでもしなさい」ということわざにあるように、若いうちは失敗をして
もやり直しがきくので、やり切れる経験を積んでおくことは、将来の自分に十分に役立つこと
でしょう。本校の学校教育目標の「最後まで粘り強く取り組む生徒」に繋がっている言葉でも
あります。生徒たちには、様々なことに邁進して行くように望んでいます。 

＊＊＊　押し（推し）の言葉「 きたきた ・・ おお ・・ しし」コーナー　＊＊＊ 

 

　＊＊＊ 　　 鍛鍛 える（える（ きたきた ）　）　＊＊＊　 ～～ 読書で心を耕そう ～ 

　 本校では、朝の会前に読書の時間があったり、図書館の本の整備が
されたりしているだけでなく、ＰＯＰ展や校内放送での本の紹介なども
あり、本に親しむ環境が整えられています。しかし、学校評価やアンケ
ート等からは、読書習慣がまだまだ十分でないように思えます。読書の
良さは、語 彙が増え、教 養や知識が身につくだけでなく、文章力や会
話力、想像力の向上など、数え切れません。たくさん読書をして、質の
いい情報を得ながら、自分の心を耕して豊かな生活を送ってほしいと思います。　  

　＊＊＊ 　　 思思 いやる（いやる（ おお ）　）　＊＊＊　 ～ ～ 感謝を伝えよう ～ 

　 2月17日に、鹿沼市授業力向上事業(特別活動)の一環として、1，
2年生で研究授業を行いました。授業を行った両方のクラスとも学年
の修了にあたって、皆に感謝の気持ちを伝えられる思い出作りをする
ことを「議題の理由」としました。それを実現するためにどうしたらよい
のかを皆で真剣に話し合い、合意形成を図っていました。学級会で決
まったことを実践する日が楽しみです。 

　＊＊＊ 　　 主主 体的に取り組む（体的に取り組む（ しし ））＊＊＊　 ～ ～ 夢や理想をもって前進あるのみ ～ 

　 ２年生は立志の会を開きました。目標や夢を実現するための考えを
同級生や保護者の皆様の前で、全員立派に発表できました。 
　 ところで、江戸 時代に日本地 図を作 成した伊能忠敬が学問の志を
立て、江戸に出向いて学んだのが５０歳の時だそうです。何歳であって
も夢や理想をもって前進することをためらってはいけないことを教えて
くれています。「志を立てるのに遅すぎることはない(スタンリー・ボールドウィン(英国の
実業家))」の言葉通り、生徒たちには目標をもって自ら進んでいってほしいと思います。

▲２年 将来の夢発表

▲提案理由

▲図書室入口 読書案内

２月号

教育目標　 自ら考え自ら学ぶ生徒　 思いやりを態度で示せる生徒　 最後まで粘り強く取り組む生徒

令和7年２月２０日発行

　鹿沼市立北押原中学校  

　鹿沼市樅山町297 

　Tel62-3473 Fax65-7790

～ 令和６年度卒業式 における来賓について ～　 訂正のお知らせ　  

 「学校だより１月号」の来賓に、地域の市議会議員 の３名が加わることになりました。訂

正してお知らせいたします。　



 

           　　　 　行 事 予 定 
 

  
5日(水) 同窓会入会式 11日(火) 卒業式 
6日(木) 県立高校 全日制 一般選抜  12日(水) 県立高校 全日制 合格発表 

 定時制フレックス特別選抜  定時制フレックス合格発表 
 １・２年実力テスト 18日(火) 県立高校 定時制 一般選抜 

7日(金) 県立高校 全日制 一般選抜 面接 24日(月) 修了式 
10日(月) 卒業式予行・表彰式  県立高校 定時制 合格発表 

 ３年生を送る会・卒業式準備 28日(金) 離任式

　自分が今までどれだけ人を頼っていたかに気づくことができた。

そうしたら、大人になることが少し怖くなった。でも、その分がん

ばらなくてはいけないと思うことができた。

　２年生は、1月27日(月)に「立志の

会」を開いて将来に向けた決意の言葉

を発表しました。また、3１日(金)には

「立志記念行事」として、浅草寺、国

立博物館、東京スカイツリー、北斎美

術館など、浅草を中心とした地域で班

別研修を行いました。 
　自分たちで決めて、自分たちで準備

し、自分たちで行動するという過程の

中で、生徒たちは普段の生活では得ら

れない貴重な学びができました。 

 

 

▲コスプレ姿の外国の方と交流 ポケモンセンター

▲班別研修　国立科学博物館

　今までにない経験をして、もっと自分で動けるようになりたい、

人を助けられるようになりたいと思いました。 

　自分の行動に責任をもつことが大人になる近道だと思いました。

　トラブルが起きても、冷静に行動したり、人に頼らずに一人でで

きる力を高められた。自分の周りの人たちに感謝をしていく大切さ

が分かった。

　自分と向き合い、将来について深く考えることができた。今まで

気づかなかった自分の新しい一面に気づくことができた。大人にな

っても忘れずに生かしていきたいと思った。

▲班別研修　雷門

令和７年度から ２学期制 に移行します（市内全小中学校） 

　　① 生徒と向き合う時間を確保し、きめ細やかな指導の充実を図ります。 

　　② 学びの連続性、長期的な成長を見取る評価により、学力の定着を図ります。 

　　③ 新たな教育計画作りに取り組み、生きる力を育みます。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

 １学期 ２学期 ３学期

３学期制 春 始 終 夏 ３ 終 冬 始 修 春 
休 業 業 休 連 業 休 業 了 休 
み 式 式 み 休 式 み 式 式 み

 前期 後期

２学期制 春 始 夏 終 ３ 始 冬 修 春 
休 業 休 業 連 業 休 了 休 
み 式 み 式 休 式 み 式 み

 　　令和７年度　 前期：　始業式　４月　８日（火）～　終業式１０月１０日（金） 

　　　　　　 　 　後期：　始業式１０月１４日（火）～　修了式　３月２４日（火） 

＊＊　保護者の方には通知を配付してあります　＊＊　　　　　


